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◆ 総 説 
1)  薄井 勲，戸邉一之．セドヘプツロースキナーゼである CAKL はグルコース代謝の制御を介してマクロファージの

極性を決める．Diabetes update．2013；2：20-1． 
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3)  薄井 勲，藤坂志帆，戸邉一之．Toll-like receptor (TLR)と糖尿病，インスリン抵抗性．内分泌・糖尿病・代謝内科．
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5)  岩田 実，戸邉一之．14 個の 2 型糖尿病疾患感受性遺伝子から成る遺伝的リスクスコアは，日本人において，糖尿

病の診断時年齢と相関し，将来的なインスリン治療の必要性の予測に有用である．Diabetes update．2013；2(2)：92-4． 
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patients. 14th International Diabetes Federation; 2013 Dec 2-6; Melbourne. 

12)  Tsuda R*, Ozawa T, Kobayashi E, Taki H, Kishi H, Muraguchi A. Functional analysis of anti-cyclic citrullinated protein 
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13)  岩田 実，沖 隆，岡澤光代，山崎勝也，石澤 伸，和倉健朗，岡部圭介，小清水由紀子，石木 学，福田一仁，

薄井 勲，福岡順也，笹野公伸，西川哲男，戸邉一之．異所性に ACTH に産生を認めた ACTH 非依存性両側副腎皮

質大結節性過形成（AIMAH）の一例．第 22 回臨床内分泌代謝 Update；2013 Jan 18-19；大宮． 
14)  鈴木健介，津田岳志，高 千紘，徳井宏太郎，岡澤成祐，神原健太，猪又峰彦，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，

戸邉一之，菓子井達彦，松井祥子．高齢者進行非小細胞肺癌に対する 2 次治療施行率の検討．第 67 回日本肺癌学会

北陸支部会；2013 Feb 9；金沢． 
15)  猪又峰彦，津田岳志，徳井宏太郎，高 千紘，岡澤成祐，神原健太，鈴木健介，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，

戸邉一之，松井祥子，菓子井達彦．当院における既治療非小細胞肺癌に対する S-1 単剤治療の有効性と忍容性の検

討．第 67 回日本肺癌学会北陸支部会；2013 Feb 9；金沢． 
16)  徳井宏太郎，津田岳志，高 千紘，岡澤成祐，神原健太，猪又峰彦，鈴木健介，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，

戸邉一之，松井祥子，菓子井達彦．当院における悪性胸膜中皮腫 二次治療の検討．第 67 回日本肺癌学会北陸支部

会；2013 Feb 9；金沢． 
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17)  津田岳志，徳井宏太郎，高 千紘，岡澤成祐，神原健太，猪又峰彦，鈴木健介，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，

戸邉一之，松井祥子，菓子井達彦，野本一博．当院における invasive mucinous adenocarcinoma の検討．第 67 回日本

肺癌学会北陸支部会；2013 Feb 9；金沢． 
18)  瀧川章子，薄井 勲，藤坂志帆，仙田聡子，小清水由紀子，戸邉一之．マクロファージの SIRT1 は低酸素に誘発さ

れる炎症反応およびインスリン抵抗性を抑制する．第 27 回日本糖尿病・肥満動物学会年次学術集会；2013 Feb 22；
東京． 

19)  徳井宏太郎，津田岳志，猪又峰彦，鈴木健介，山田 徹，三輪敏郎，林 龍二，戸邉一之，松井祥子，藤田健太郎．

胸腺腫摘出術後に Good 症候群を呈した 1 例．第 219 回日本内科学会北陸地方会；2013 Mar 10；金沢． 
20)  神原健太*，冨田賢吾，高階道徳，田口久美子，横尾宏毅，林 龍二，戸邉一之，服部裕一．急性肺障害における

CD206 陽性 M2 マクロファージの役割．第 86 回日本薬理学会年会；2013 Mar 21-23；福岡． 
21)  篠田晃一郎，奥村麻衣子，山口智史，津田玲奈，朴木博幸，多喜博文，戸邉一之．頻回の再発に対してシクロスポ

リン A とアザチオプリンの併用療法が奏功している抗 Jo-1 抗体陽性皮膚筋炎合併間質性肺炎の一例．第 57 回日本

リウマチ学会総会・学術集会；2013 Apr 18-20；京都． 
22)  朴木博幸，篠田晃一郎，奥村麻衣子，山口智史，多喜博文，戸邉一之．免疫グロブリン大量療法が有効であった強

皮症合併シェーグレン症候群に伴う多発単神経炎の 1 例．第 57 回日本リウマチ学会総会・学術集会；2013 Apr 18-20；
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23)  奥村麻衣子*，山口智史，朴木博幸，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之．インフリキシマブが奏功した慢性進行型神

経ベーチェット病の 1 例．第 57 回日本リウマチ学会総会・学術集会；2013 Apr 18-20；京都． 
24)  松井 篤，朴木博幸，奥村麻衣子，山口智史，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之．18F-FDG-PET/CT が診断に有用

であった悪性腫瘍関連多発性筋炎の 1 例．第 57 回日本リウマチ学会総会・学術集会；2013 Apr 18-20；京都． 
25)  坂部暦美，山口智史，奥村麻衣子，津田玲奈，朴木博幸，篠田晃一郎，多喜博文，戸邉一之．85 歳の高齢女性に初

発した多発関節炎，多発皮下結節を伴うサルコイドーシスの一例．第 57 回日本リウマチ学会総会・学術集会；2013 
Apr 18-20；京都． 

26)  林 龍二，津田岳志，徳井宏太郎，高 千紘，岡澤成祐，神原健太，猪又峰彦，鈴木健介，山田 徹，三輪敏郎，

松井祥子，戸邉一之．喫煙関連間質性肺炎の検討 IPF と CPFE の相違に関して．第 53 回日本呼吸器学会学術講演

会；2013 Apr 19-21；東京． 
27)  猪又峰彦，津田岳志，徳井宏太郎，高 千紘，岡澤成祐，神原健太，鈴木健介，山田 徹，三輪敏郎，松井祥子，

林 龍二，戸邉一之．日本人 COPD 症例における GOLD に基づいた過去の急性増悪回数による分類と予後との関係．

第 53 回日本呼吸器学会学術講演会；2013 Apr 19-21；東京． 
28)  神原健太*，冨田賢吾，岡澤成祐，林 龍二，戸邉一之，服部裕一．CD206 ジフテリアトキシン受容体遺伝子改変マ

ウスを用いた CD206 陽性 M2 マクロファージの役割の検討．第 53 回日本呼吸器学会学術講演会；2013 Apr 19-21；
東京． 

29)  岡澤成祐，古澤之裕，神原健太，林 龍二，近藤 隆，戸邉一之．A549 では DNA-PK 阻害は HSP と無関係に温熱

誘導アポトーシスを増強させる．第 53 回日本呼吸器学会学術講演会；2013 Apr 19-21；東京． 
30)  津田岳志，林 龍二，徳井宏太郎，高 千紘，岡澤成祐，神原健太，猪又峰彦，鈴木健介，山田 徹，三輪敏郎，
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東京． 

31)  瀧川章子，薄井 勲，藤坂志帆，Arshad Mahmood，仙田聡子，小清水由紀子，中川 崇，戸邉一之．脂肪組織の低

酸素がマクロファージの HIF1αを介して慢性炎症に与える影響．第 86 回日本内分泌学会学術総会；2013 Apr 25-27；
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32)  Takikawa A, Usui I, Fujisaka S, Senda S, Aminuddin, Arshad Mahmood, Koshimizu Y, Tobe K. SIRT1 in macrophages 
suppresses inflammatory response to adipose tissue hypoxia. 第 56 回日本糖尿病学会年次学術集会；2013 May 16-18；熊

本． 
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22；南加賀． 
15)  朴木博幸，篠田晃一郎，小尾麻衣子，多喜博文，戸邉一之．パルボウイルス B19 との関連が疑われた原発性胆汁性

肝硬変合併多発性筋炎の一例．第 59 回北陸臨床免疫・症例検討／研究会；2013 Jun 1；金沢． 
16)  薄井 勲．糖尿病患者の脂質管理－動脈硬化性疾患予防ガイドライン 2012 を踏まえて－．エキスパート Meeting in 

IMIZU；2013 Jun 6；射水． 
17)  篠田晃一郎．合併症を有する関節リウマチにおけるオレンシアの使用経験．第 2 回富山リウマチ薬物治療セミナー；

2013 Jun 7；富山． 
18)  薄井 勲．富山県糖尿病診療指針 2012-2013 の使い方．高岡市医師会糖尿病勉強会；2013 Jun 13；高岡． 
19)  多喜博文．シムジア国内開発試験の結果から．富山臨床リウマチ研究会；2013 Jun 21；富山． 
20)  篠田晃一郎．合併症を有する RA 患者におけるエタネルセプトの使用経験．第 20 回富山抗サイトカイン療法研究会；

2013 Jun 26；富山． 
21)  瀧川章子，薄井 勲，Arshad Mahmood，藤坂志帆，Aminuddin，仙田聡子，中川 崇，合田亘人，戸邉一之．脂肪

組織マクロファージと低酸素．第 1 回低酸素研究会；2013 Jul 6；東京． 
22)  福田一仁．1 型糖尿病に対するインスリン治療．トレシーバ学術講演会；2013 Jul 11；魚津． 
23)  林 龍二．呼吸不全管理人工呼吸の ABC．研修医イブニングセミナー；2013 Jul 12；富山． 
24)  林 龍二．超高齢社会の呼吸器疾患．八尾総合病院呼吸器疾患を考える会；2013 Jul 18；富山． 
25)  瀧川章子．脂肪組織におけるマクロファージの役割．FFDR 第 2 回研究報告会；2013 Jul 21-22；東京． 
26)  岩田 実．間脳下垂体機能障害の最新医療について．富山県難病相談・支援センター「間脳下垂体機能障害」講演

会と療養相談会；2013 Jul 26；富山． 
27)  薄井 勲．糖尿病の病態に応じた薬物治療－SGLT2 阻害薬と GLP-1 アナログを中心に－．第 397 回富山県病院薬剤

師会学術講演；2013 Aug 24；富山． 
28)  岩田 実．2 型糖尿病の経口薬治療．富山の会 2013；2013 Sep 5；上越． 
29)  林 龍二．低肺機能者の理解～息苦しさへの理解～．低肺機能者ボランティア養成講座；2013 Sep 9；富山． 
30)  薄井 勲．CD206-ablation マウスを用いた M2 マクロファージの機能解析．富山大学コラボフェスタ；2013 Sep 12；

富山． 
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31)  林 龍二．肺がん（内科治療）ここまでわかった！がんの基礎から最新治療法まで．富山大学附属病院市民公開講

座；2013 Sep 14；富山． 
32)  薄井 勲．外来インスリン治療のコツ～導入から病診連携へ～．済生会富山病院病診連携の会；2013 Sep 19；富山． 
33)  林 龍二．がん予防のための生活習慣．三菱ふそう株式会社がん予防講演会；2013 Oct 3；富山． 
34)  多喜博文．患者と医師による対談．第 8 回北陸膠原病支援ネットワーク総会；2013 Oct 6；金沢． 
35)  林 龍二．COPD の診断と治療．いっちゃんメディコ（KNB）；2013 Oct 14；富山． 
36)  薄井 勲．2 型糖尿病の病態を踏まえた治療法の選択．第 3 回 Hyogo Expert Forum for Diabetic Medicine；2013 Oct 19；

兵庫． 
37)  岡澤成祐．クイックチェックシートを用いた喘息患者の評価．Symbicort Symposium in Toyama；2013 Oct 23；富山． 
38)  篠田晃一郎．関節リウマチの最新情報－バイオ製剤の免疫原性－．富山関節リウマチナースセミナ－；2013 Oct 30；

富山． 
39)  徳井宏太郎．慢性呼吸不全と在宅酸素療法．「らいちょう」とほっと（HOT）の集い；2013 Nov 2；富山． 
40)  篠田晃一郎．シェーグレン症候群に併発した尿管アミロイドーシスの一例．第 21 回富山抗サイトカイン療法研究

会；2013 Nov 6；富山． 
41)  多喜博文，林 伸一，戸邉一之．右肺門部腫瘍の経過中に皮疹，関節炎を来たした 1 例．富山県内科医会 CPC；2013 

Nov 21；富山． 
42)  薄井 勲．合併症予防の観点からの糖尿病治療－2 型糖尿病の病態を踏まえた薬剤選択－．糖尿病と合併症を考え

る会；2013 Nov 22；静岡． 
43)  角 朝信，福田一仁，薄井 勲，新村里美，和倉健朗，岩田 実，石木 学，戸邉一之．BOT における食後高血糖

に対する DPP-4 阻害薬とグリニド薬併用の有効性．第 87 回北陸糖尿病集談会；2013 Nov 25；石川． 
44)  新村里美，久野貴広，角 朝信，薄井 勲，福田一仁，戸邉一之．リラグルチドからリキシセナチドへの変更の有

効性．第 87 回北陸糖尿病集談会；2013 Nov 25；石川． 
45)  宮本俊朗，福田一仁，森谷敏夫．他動的な筋収縮は糖代謝に有効か？ 第 87 回北陸糖尿病集談会；2013 Nov 25；石

川． 
46)  福田一仁．BOT における食後高血糖に対す DPP-4 阻害薬とグリニド薬併用の有効性．美波セミナー；2013 Nov 27；

富山． 
47)  林 龍二．高齢者の閉塞性肺疾患．富山県医師会；2013 Dec 7；富山． 
48)  瀧川章子，Arshad Mahmood，薄井 勲，戸邉一之．肥満において脂肪組織マクロファージの HIF-1α は糖代謝を悪

化させる．第 25 回分子糖尿病学シンポジウム；2013 Dec 7；大阪． 
49)  多喜博文．関節リウマチの合併症とその対策．東海・北陸地区リウマチ教育研修会；2013 Dec 8；富山． 
50)  薄井 勲．1 型糖尿病患者さんのためのインスリン療法－カーボカウントを生かして－．第 5 回日本病態栄養学会

症例研究会中部地区；2013 Dec 8；富山． 
51)  角 朝信，福田一仁，岩田 実，新村里美，和倉健朗，岡部圭介，瀧川章子，石木 学，薄井 勲，戸邉一之．糖

毒性解除後 C-peptide index（CPI）の治療選択おける有用性．第 5 回富山生活習慣懇話会；2013 Dec 13；富山． 
52)  多喜博文．眼科における膠原病－最近の話題－．第 6 回 Toyama Ophthalmology Meeting；2013 Dec 21；富山． 
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	富山大学杉谷キャンパス研究活動一覧37輯 85
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	富山大学杉谷キャンパス研究活動一覧37輯 89
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